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参考資料１-２

◆人口の推移（単位：人）
区分 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
札幌市 1,951,523 1,954,019 1,958,280 1,960,755 1,958,609 1,957,253 1,953,600
江別市 118,775 118,811 119,408 119,500 119,126 118,775 118,237
千歳市 96,475 96,925 97,580 97,412 97,378 97,395 97,455
恵庭市 69,497 69,715 69,902 69,994 70,027 70,067 70,076

北広島市 58,733 58,456 58,150 57,981 57,558 57,160 56,765
石狩市 58,429 58,260 58,217 58,219 57,980 57,797 57,481
当別町 16,245 15,985 15,731 15,498 15,353 15,304 15,228

新篠津村 3,155 3,076 3,021 2,948 2,873 2,832 2,773
札幌圏域 2,372,832 2,375,247 2,380,289 2,382,307 2,378,904 2,376,583 2,371,615
全　道 5,316,576 5,277,837 5,242,300 5,206,059 5,157,694 5,114,809 5,065,106

※【参考データ】

 　住基ネットにおける人口【参考値】【地域行政局市町村課調べ】3月末現在

◆高齢化率の推移（単位：%）
区分 平成30年平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

札幌市 26.2 26.8 27.4 27.8 28.1 28.4
江別市 29.4 30.0 30.5 31.1 31.5 32.0
千歳市 22.2 22.7 23.1 23.3 23.7 23.9
恵庭市 26.6 27.2 27.6 28.1 28.5 28.7
北広島市 30.6 31.4 32.3 33.0 33.5 33.8
石狩市 32.1 32.9 33.5 34.0 34.2 34.3
当別町 33.2 34.1 35.1 36.1 36.7 36.9
新篠津村 36.0 37.1 38.1 38.6 39.5 39.8
札幌圏域 26.5 27.2 27.7 28.1 28.5 28.7
全　道 30.5 31.1 31.7 32.1 32.5 32.8
各年1月1日現在住民基本台帳人口による（北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課）
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※在宅療養支援病院：入院ベッド数が200床未満で、通常の病院機能に加えて在宅療養をされる患者さんのために、

定期的な訪問診療と365日対応可能な往診、訪問看護や入院ベッドの確保、介護連携、看取り等の体制を整備した

病院

※在宅療養支援診療所：在宅療養をされる患者さんのために、定期的な訪問診療と365日対応可能な往診、訪問看護

や入院ベットの確保、介護連携、看取りなどの体制を整備した診療所

◆在宅療養支援病院及び在宅療養支援診療所の推移（H30～R4)

30.3.31 H31.3.31 R2.3.31 R3.3.31 R4.3.31 30.3.31 H31.3.31 R2.3.31 R3.3.31 R4.3.31

市区町村 （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設) （施設)
札幌市 22 22 25 25 24 131 140 141 150 159
江別市 0 0 0 0 0 5 6 6 7 7
千歳市 0 0 0 0 0 2 2 2 3 5
恵庭市 2 0 0 0 0 3 1 1 2 6
北広島市 0 2 2 2 2 1 3 4 4 2
石狩市 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
当別町 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1
新篠津村 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1
合計 28 28 31 31 30 148 158 160 172 185

※　厚生労働省データ（厚生局届出施設数）

在宅療養支援病院 在宅療養支援診療所
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●札幌圏域地域推進方針（R6～R11) 第11節 在宅医療の提供体制（素案） 抜粋

２ 課題

（１）在宅医療の需要の把握

高齢化の進行や生活習慣病（慢性疾患）が死因の上位を占めるなどの疾病構造の変化、

要介護認定者や認知症患者の増加により、自宅や地域で疾病を抱えつつ生活を送る住民

が今後も増加していくことが考えられます。また、地域医療構想を推進する中で、病床

の機能分化・連携が進むことに伴う増加（新たなサービス必要量）も見込まれます。

【訪問診療の需要（推計）】

在宅医療は、今後増大する慢性期の医療ニーズに対する受け皿であることから、適切

な提供体制を整備するため、必要となる在宅医療の需要について推計しました。

なお、この推計結果については、療養病床の転換に関する状況や在宅医療（訪問診療）

の体制整備の状況などを踏まえ、本計画の中間年（３年目）の見直しにおいて、再度推

計することとしています。

令和 11 年における訪問診療に関する医療需要について、国の必要病床数等推計ツール

により、地域医療構想の中で試算した結果は下記のとおりです。札幌市は、平成 25 年か

ら令和 11 年にかけて、訪問診療の需要が 215.7 ％増と、大幅に需要が増加する推計とな

っています。

同じく、江別（江別市、当別町、新篠津村）は、179.7 ％ 、石狩（石狩市）204.1 ％、

千歳（千歳市、恵庭市、北広島市）200.8 ％といずれも需要が増加する推計となっていま

す。

札幌市

江　別

石　狩

千　歳

＊下段（）は新たなサービス必要量を除いた数 (単位：人/日)
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